
第 13回知床羅臼写真コンテスト 

受賞者発表 
 

第 13回知床羅臼写真コンテストに多くのご応募頂きありがとうございました。 

厳選なる審査の結果、各賞が決定いたしましたので、ここに発表致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一社）知床羅臼町観光協会 

＜最優秀賞＞ 

「ハネムーンフライト」田川雅英 

 

＜生き物部門賞＞ 

「ジャンプに霧中」大塚弘之 

 

＜自然・風景部門賞＞ 

「光芒が広がる朝」大日向圭一 

 

＜スナップ部門賞＞ 

「根室海峡にて」杉山秀男 

 

 

 

 



応募総数   263点 

 

 

審査員講評 

【全体を通して】 

今回の写真コンテストでは、ユニークな視点や、あまり目にすることのない切り口で撮影

された写真が印象的だった。 

多彩な角度から捉えられた作品の数々は、それぞれが見ごたえあり、面白い写真が多かった。 

個性があるものが多く、ジャンルが違っていた為、審査をするのが難しかった。 

今回のアクティビティ部門は惜しくも入賞作品がありませんでしたが、各部門で素晴らし

い作品が多く、その中から数作品を次点として発表させていただいてます。 

 

【最優秀賞】 「ハネムーンフライト」田川雅英 

 2羽の鷲が重なって飛んでいる姿を捉えた作品。 

2羽の鳥が、同じ目線で同じところを見ている姿を中々見る事が出来ないが、 

その珍しい瞬間を切り取っていて素晴らしい。 

爪にもしっかりフォーカスをしている点も評価できます。 

2羽が獲物を狙って競争している、緊迫した状況が伝わってくる素晴らしい写真。 

 

【生き物部門賞】 「ジャンプに霧中」大塚弘之 

羅臼では珍しいカマイルカの群れの写真。 

遭遇するのが難しい中で、揃って大きなジャンプをしているところを捉えていて素晴らし

い。 

 

【自然・風景部門賞】 「光芒が広がる朝」大日向圭一 

 国後島から日の出が上がる時間帯に、餌を求めてやってきた鷲たちを撮った写真。 

非常に綺麗な空の中で、飛んでいる鷲の姿を上手に切り取っている。 

日の出の光の状態も良く、雲の美しさも上手く表現出来ている。 

 

【スナップ部門賞】 「根室海峡にて」杉山秀男 

冬の朝、出航した観光船の様子。 

多くのカメラマンが乗った観光船と、その背後の美しい知床半島全体が上手に収まって

いる。 

構えたカメラマンと知床連山を綺麗に収めて、一枚で、朝の観光船の状況と知床の自然

の美しさがわかる、素晴らしい作品。 

 



 

審査員 

審査委員長 石井 英二 

副審査員長 関  勝則 

審 査 員 大野 貴史 


